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Abstract
Recently, common space assuming residential maintenance is built in a part of public housing complex. 
The purpose of this study is to clarify the present conditions of the action in such a common space and the 
problem of management. The main findings are as follows: 1） As the side of housing supply, it is important 
to build support system for sustainable activity, and to play a role for public. 2） As the side of resident, it is 
necessary to build relationships with existing organizations in and around the area It makes possible to dis-






























































施策等を幅広く含むものである8）」としている．UR 設立時点で約 7,300 億円の繰越欠損金を抱えるなど，
さらなる経営改善が求められ，「経営改善に向けた取り組みについて（2005 年／改正 2009 年）」を策定し，































































32.7% 29.5% 24.2% 18.4% 13.4% 9.7% 7.7% 7.1%
65.6% 67.9% 72.0% 76.2% 78.2%
72.6% 69.2% 58.2%
8.4% 17.7% 23.1% 34.7%






























Fig. 2. 年齢 3 区分別人口割合の推移
（国勢調査をもとに算出）



















ヒアリング調査の概要を Table 1 に示す．
Table 1.  ヒアリング調査の概要




UR 担当者 2 名
UR 担当者 2 名
民間コンサルタン
ト 1 名
























活動対象施設 共同花壇 区画貸し菜園（44 区画※ 2012 年開設予定）
活動開始年 2005 年 2010 年
運営組織形態 クラブ組織 準備のためのクラブ組織







































































調査対象の団地諸元，ヒアリング調査の概要および調査結果の要旨を Table 3 に示す．




Y 団地 H 団地 D 団地 S 団地
????
所在地 神奈川県鎌倉市 大阪府豊中市 大阪市此花区 名古屋市北区
管理開始 1956 年 1960 年 1970 年 1997 年
規模（現状） 7 棟 440 戸 19 棟 729 戸 4 棟 1,072 戸 12 棟 712 戸
????







UR 担当者等 2 名







活動開始年 （2000 年施設開設） 2004 年 2004 年 1971 年 1998 年
運営組織形態 組織未形成（組織化予定なし）
クラブ組織 クラブ組織 自治会部会 クラブ組織
活動人数 － 設立当初 38 名，
現在約 70 名
現在 12 ～ 13 名 12 名（自治会の役員
として選出）
最多時約 30 名，
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団地居住者による共用空間マネジメントの可能性
－ 121 －
Fig. 5. Y 団地 区画貸し菜園 Fig. 6. H 団地 雑木林
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